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１．研究計画の概要 
 
 熱方程式などの放物型方程式に対し，その
解空間の構造および，底空間の幾何学的状況
などとの関係を解の積分表示などポテンシ
ャル論的手法を用いて詳細に解析すること
が本研究の基本的な目的である．取り扱う放
物型方程式は，ユークリッド空間およびリー
マン多様体上の熱方程式，高階の放物型方程
式である多重熱方程式，および，ラプラシア
ンの分数ベキを含んだ微分積分方程式であ
る． 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
 上記研究計画において，本課題の研究開始
から昨年度までの３年間で，大きく研究が進
んだテーマは，多様体上の熱方程式と分数べ
きの放物型方程式の研究である．一方，多重
熱方程式に関してはいくつかの新しいアイ
デアは発見されてきているものの残念なが
ら研究成果として結実するに至っていない． 
 以下でその成果について詳細に説明する． 
 まず，多様体上の熱方程式については解を
保つ変換についてくわしく研究し，３次元以
上で次元が等しい場合の回転不変計量の場
合にその多様体及び写像の決定問題を解決
した．その成果は学術雑誌に発表予定である．
これは本課題においてマルチン境界を決定
する基礎と位置づけている結果である． 
 次に，分数ベキの放物型方程式については
関数解析的手法をとりいれたことが大いに
成功した．放物型ベルグマン空間上のカルレ
ソン不等式の研究では特に指数の異なる場

合を取り扱い，埋め込み作用素の有界性やコ
ンパクト性に関してほぼ完全な結果を得る
ことができた．また，トエプリッツ作用素に
ついては，その小ささを表す指標であるシャ
ッテン族やヘルツ空間の概念に基づいて研
究を進め，成果を学術雑誌および学会にて発
表した．補間問題やその双対であるアトム分
解についてもさらに研究が進展し，いくつか
の成果が得られた．現在論文を準備中である．
調和双対に関する結果については新たに時
間変数に関する分数ベキ微分を用いて、非常
に美しい結果が得られ，論文発表を行った． 
 
 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している 
(理由) 
下記、研究成果を参照してもらえばわかるよ
うに、当初予定していた課題が順次解決され、
それが新たな問題意識を生みながら本研究
は順調に進展している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 今後は，ベルグマン空間で指数が無限の場
合に対応するブロッホ空間へと研究をすす
めていく計画である．また，最近ベルグマン
核と多重ラプラス方程式との関係が明らか
になりつつあり，この方面における研究の進
展に期待が高まっているところである．  
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